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Ⅰ ティーチング・ポートフォリオ 
１．教育の責任（教育活動の範囲） 
獣医学部獣医学科および動物応⽤科学科において、必須科⽬である動物栄養学を中⼼とし

た教育・研究活動を⾏っている。主たる教育活動は栄養に関する科⽬（下表参照）の担当、
研究室所属学⽣の研究指導である（添付資料 1）。 

 

２．教育の理念（育てたい学⽣像，あり⽅，信念） 

私が担当する科⽬群は、⼝から⼊った⾷物がどのように利⽤されて、⽣命をどのように維
持するのかを学ぶ科⽬が中⼼であり、栄養素の機能や体内での代謝といった⽣化学・栄養学
についての知識修得と理解を⽬指している。さらに、栄養素が代謝をコントロールするとい
った⽣命のダイナミズムも感じてもらい、栄養に関する知的好奇⼼を引き出したいと考え
ている。また、学⽣には各科⽬内で学修が完結するのではなく、科⽬間の連携を学⽣⾃⾝が
構築できるような授業展開を⽬指している。これは、ただ知っているだけの知識から、使い
こなせる知識への変換を意味し、その能⼒を備えることで、⼤学での学びを深めるだけでな
く、問題解決能⼒の向上につながると考えているからである。その様な能⼒を備えた社会で
通⽤する学⽣を育成することも重要な使命であると感じている。 

 

３．教育の⽅法（理念を実現するための考え⽅，⽅法） 
・正しい知識の定着のため、講義の最後 10 分程度で当⽇の内容を確認する⼩テスト（正誤
問題を 5問程度）を実施し（添付資料 2）、さらに翌週の次の単元に⼊る前に前週の復習（要

科⽬名 学科・専攻 必，選，⾃ 配当年次 受講者数 
動物⽣化学実習 動物応⽤科学科 必修 2 140 

栄養化学 動物応⽤科学科 必修 2 141 

動物栄養学 動物応⽤科学科 必修 3 125 

動物栄養学実習 動物応⽤科学科 選択 4 10 

産業動物臨床基礎実習 獣医学科 選択 1 159 

牧場実習 獣医学科 必修 2 149 

獣医畜産管理学 獣医学科 選択 3 135 



点の振り返り）と⼩テストの正答提⽰・解説を⾏っている。この⼩テストと翌週の復習によ
り、重要な事項は 2度繰り返されることとなり、知識の定着が促進されるとともに、学⽣の
理解度の把握にも役⽴っている（添付資料 3）。また、⼩テストの答え合わせを実施当⽇に
せず、疑問点や不明点の確認を促すことで復習の動機付けを⾏っている。 
・⽣化学や栄養学では化学の知識と理解が必要とされる場⾯が多々ある。その⼀⽅で、本学
のような⽣物系の学科では化学に苦⼿意識を持つ学⽣が多く、特に⽣化学系の科⽬は再履
修者が多い傾向にある。その苦⼿意識の克服と理解を容易にするために、化学構造や化学反
応の詳細を説明する前に、⼤枠を平易な⾔葉で説明（炭素は⼿が四つある、⼿が余っている
と不安になる etc.）するよう⼼がけている（添付資料 4）。 
・学⽣の理解を深め、正しい知識を定着させるために、講義資料に曖昧な表現を⽤いないよ
う配慮している。例えば「A が B を活性化する」というような当たり前に使⽤する表現で
あっても、「Aが受容体に結合することによって Cタンパクが遊離し、Cタンパクが酵素 B
に結合すると、酵素の構造が変化して酵素活性が⾼まる。」というように補⾜を加えたり、
図⽰したりして、物事の仕組みや流れを理解してもらえるよう⼯夫している（添付資料 4）。 
・講義時間に対して講義内容詰め込みすぎないことも、理解促進に重要だと考えている。教
員側からはあれもこれもと内容を詰め込みがちになるが、私の担当している科⽬は低学年
の基礎となる科⽬が多いことから、より重要な項⽬については基本的な事柄に絞ってゆと
りを持った講義展開とし、聞き漏らしによる理解度低下を防ぐよう配慮している（添付資料
5）。 
・本学部は動物を対象とした学びが中⼼となっているが、⽣化学や栄養学では動物で共通の
部分も多いため、⾃分（⼈間）ではどうなのかという例を⽰すことで、より⾝近な現象とし
て代謝や栄養を実感できるよう例⽰することを⼼がけている（添付資料 4）。 

 
アクティブラーニングについての取組 
 
 
ICTの教育への活⽤ 
学理の⼩テスト機能を⽤いることで、採点結果と簡単な解説を回答送信後にすぐに確認

でき、機会を逃さずに復習が可能としている。 
 
4. 教育⽅法の改善の取組（授業改善の活動） 
現在の授業実践・教授⼿法をどのように改善していますか。 
（①から⑤まで個別に記載⼜は①から⑤までまとめて記載ください） 
 
①教育（授業，実習）の創意⼯夫（B） 
②学⽣の理解度の把握（A） 



③学⽣の⾃学⾃習を促すための⼯夫（B） 
④学⽣とのコミュニケーション(質問への対応等) （B） 
⑤双⽅向授業への⼯夫（C） 
※A（⼗分実施している）B（実施しているが⼗分でない）C（うまく取り組めていない） 
講義終了時の⼩テストについては、授業評価で「役に⽴った」、「理解が深まった」と⼀定

の評価を受けており、学⽣⾃⾝の理解度把握に役⽴っている（添付資料 5）。同時に教員が
学⽣の理解度を把握するためにも利⽤でき、その⼩テストの正答率から理解度の低い項⽬
をピックアップし、翌週の講義時冒頭の復習時間にその項⽬を重点的に解説するようにす
るとともに、講義の進⾏速度を調節している。また、⼩テストに学理や AzaMoodleといっ
た LMSを使⽤することで、受験後すぐに正答や簡単な解説を確認できるようにし、理解不
⾜や疑問を持ち越さないようにしている。さらに翌週の講義では LMSで呈⽰するよりも詳
細に⼩テストを解説しているが、授業アンケートによると復習を⾏っている学⽣の割合が
低いことから、⼩テストを講義当⽇の内容+前回の内容などとして復習を促したい。 
今年度の定期試験は対⾯での実施であったため、講義科⽬でレポートを課すことはしなか

ったが、レポートのような⽂章でまとめる作業は、学⽣の理解度がよく反映されることから、
ミニレポートのようなものを実施して理解を深めてもらうとともに、成績評価を多⾯的に
⾏いたい。具体的には、教員が作成した「問題」に対する「解説」をレポートとして課して
理解を深めてもらうことなどを考えている。 

 
⑥国家試験対策としてどのような取組をしましたか。（V学科，M学科の教員の⽅のみ記載
してください。） 

獣医学科の担当科⽬は多くはないが、その中でも獣医畜産管理学では、乳⽜の栄養⽣理と
いうことで国家試験によく出題される栄養が関わる周産期疾病について解説している（添
付資料 4）。本科⽬は 3 年次配当の科⽬であるため、基礎的な栄養学の知識と臨床的な知識
がリンクするような講義を⼼掛けている。 

 
5.学⽣授業評価 
①授業評価の結果をどのように授業に反映させましたか。 
動物栄養学の講義資料について、重要な事項や語句を⽳埋め式にして欲しいとの要望があ

った（添付資料 5）。その背景には⾃⾝で書くことで記憶に定着しやすい、講義に集中でき
るとのことだったが、⼀⽅で講義資料は全て記載されたものに講義時のメモを書き⾜した
いという学⽣も多く、両⽅の形式を⽤意することとした。栄養化学でも同様の要望があった
ため、同様に対応している。また、LMS での⼩テストでは問題や解説がその場限りでしか
閲覧できないため、講義中に学⽣からの希望もあり、⼩テストの解説集を別途⽤意した（添
付資料 4）。⼩テスト解説集は、講義終了後ではなく、数回終了した毎に分割して提供し、
試験対策としてではなく、⽇常的な学習に利⽤できるよう配慮した。 



 
② ①の結果はどうでしたか。 
講義資料については、⾃⾝の勉強⽅法に合わせて資料が取捨選択できるようになり、資料

を活⽤しやすかったと毎年のように評価されている（添付資料 5）。⼩テストの解説集につ
いては、分割して早めに提供したことで⽇常的な学習がうながされたのか、⼀部の科⽬では
不合格者が減少した（添付資料 6）。 
 
③ ②を踏まえて次年度はどのように取組みますか。 
 来年度も⼩テストは LMSで実施する予定であるが、解説集を⽳埋め形式等にして⾃⾝で
作り上げる形とし、完成した物の提出を求めることで復習や理解を深めるツールとして利
⽤していきたい。 
 
6.学⽣の学修成果 
①学⽣の成績向上に資する取組を何か考えていますか。 
4.および 5.で述べた講義資料の改善や⼩テストの実施といった授業改善の取り組みにより

学⽣への講義内容の定着や復習を促すことに取り組んでいる。 
 
②教育活動によって得られた学⽣の成果及び学⽣・第三者からの評価 
特にこれらの取り組みを積極的に⾏っている栄養化学では、不合格者（単位未修得者）が

2021 年度 8%、2022 年度 6%、2023年度 5.7%と年々着実に減少している（添付資料 6）。 
動物栄養学でも、2018 年度は 7.8%だった不合格者が、2019 年度は 4.1%、2020 年度は

1.5%、2021 年度 0.8%と、4 年間で 1/10 程度まで減少していたが、2022 年度は 12.1%と
急増し、2023年度は 1.5%となった（添付資料 6）。2022 年度は⼩テストの回答を⼀週間の
期限を設けて次回講義までとしたが、期限内に回答しない学⽣が散⾒されたた。そのため、
2023年度は講義最後の 10 分で⼩テストを実施し、提出をその場で締め切った。講義内容を
即座に振り返ることで内容の定着を図ることができたようで、講義後すぐに⼩テストを実
施する⽅が効果的であることが実証された。また、復習を促すために⼩テストを数回分まと
めて何度でも受験できるような仕組みを整えたい。 
 
7. 指導⼒向上のための取組（FD研究会参加状況） 
学内で開催された FD研修会（ティーチング・ポートフォリオ作成につながるブラッシュ
アップ研修、教員相互の授業参観など）に参加して、他の教員との意⾒交換や講義⽅法の⼯
夫などの知⾒を得た（添付資料 7）。特に授業参観は普段の講義を垣間⾒ることができ、話
し⽅のテンポや学⽣を注⽬させるポイントなどを⽬の当たりにすることができ、収穫が⼤
きかった。その他に、ICTを活⽤した双⽅向授業、アクティブラーニングに関する書籍（添
付資料 8）から講義のヒントや知⾒を得た。 



 
8．今後の⽬標（理念の実現に向かう今後のマイルストーン） 
これまでに改善した授業形態（⼩テストや講義冒頭での前回要点解説等）を活⽤した双⽅

向授業への取り組みを進めていきたい。具体的には⼩テストを満点となるまで複数回受験
出来るようにして繰り返し学習することを促し、教員が作成した「問題」に対する「解説」
をレポートとして課して理解を深めてもらうことなどを考えており、このような取り組み
も成績評価に活⽤し、定期試験だけでない継続的な学びを提供できるよう⽬指したい。 
また、獣医学科には栄養学に関連する実習・演習科⽬がなく、2Vの牧場実習でも実習先に

よって得られる家畜の飼料や栄養学的な知⾒に差がある。⻑期的には家畜の飼料および原
料に関する講義と草地学的な演習（牧草管理等）を併せ持った科⽬を、まずは⾃由科⽬で⽴
ち上げ、産業動物に興味を持つ獣医学科学⽣に⽣産獣医療における栄養学の重要性を体感
してもらいたいと考えている。2022 年度は⼤学敷地内の空地にマメ科とイネ科の牧草を播
種し、得られた牧草を⽤いた成分分析を動物栄養学実習（4A）で試みたが、播種時期や⼟壌
管理の問題から分析に耐えうるほどの収量が得られなかった。牧草地管理には作業時間と
⼈員も必要になってくるため、⽣産獣医学系の他の教員とも連携しながら、適切な⽅法を模
索し、この試みを続けていく。 
 
9．添付資料（根拠資料）（※）資料名のみ 
 添付資料 1「シラバス」、添付資料 2「講義資料・⼩テスト」、添付資料 3「⼩テスト結果
集計表」、添付資料 4「講義資料」、添付資料 5「授業評価アンケート」、添付資料 6「成績評
価⼀覧表」、添付資料 7「FD 研修会資料」、添付資料 8「参考にした教育法に関する書籍⼀
覧」 
 


